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議 員 研 修議 員 研 修
レ ポ ー トレ ポ ー ト

　議会では、地域の振興発展や特定の課題を解決するため、近隣の市町村議会と
連携した勉強会の開催や、各種研修会などに積極的に参加しています。
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三町研修会全国職員研修会
　

11
月
７
日
、
一
戸
町
・
岩
手

町
・
葛
巻
町
議
会
議
員
協
議
会

研
修
会
が
本
町
の
グ
リ
ー
ン

テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
三
町
の

議
員
ら
約
50
人
が
参
加
し
、
地

域
の
振
興
発
展
や
課
題
解
決
に

向
け
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、「
人
口
減
少

時
代
に
お
け
る
議
員
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
、
５
名
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
※
）
を
行
い
ま

し
た
。
普
段
は
議
論
や
討
論
が

中
心
の
議
会
で
す
が
、
30
分
間

の
短
い
時
間
の
中
で
多
く
の
意

見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
議
員
間
討
議
で
出
た

意
見
を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て

代
表
者
が
発
表
し
、
今
後
の
議

会
活
動
に
生
か
す
た
め
に
情
報

共
有
し
ま
し
た
。
主
な
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の
振
興
発
展
に

必
要
な
議
員
の
役
割

・
三
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

優
良
事
例
を
共
有
し
、
人

口
減
少
対
策
に
反
映
し
て

行
く
こ
と
が
必
要

・
型
に
は
ま
ら
な
い
発
想
が

議
員
に
求
め
ら
れ
る

・
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

た
政
策
提
案
が
必
要

・
若
者
収
入
の
底
上
げ
を
図

る
た
め
に
、
国
な
ど
の
関

係
機
関
に
働
き
か
け
る

地
域
特
性
を
生
か
し

三
町
の
連
携
強
化
へ

　

グ
ル
ー
プ
発
表
終
了
後
、

三
町
の
議
会
議
長
が
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。
本
町
の
中
崎

議
長
は
、「
今
ま
で
の
取
り

組
み
を
、
さ
ら
に
良
い
方
向

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

地
域
の
良
い
個
性
を
生
か
す

た
め
に
議
会
と
行
政
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
、
三
町
で

形
に
す
る
時
期
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
振
興
発
展

に
向
け
て
、
三
町
の
連
携
強

化
に
つ
な
が
る
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
農
業

所
得
の
向
上
に
期
待

（
※
）
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

決
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
を
少
人
数
グ
ル
ー

プ
で
行
う
話
し
合
い

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
終
了
後
、
国
の
地
方

創
生
人
材
支
援
制
度
で
内
閣

府
か
ら
本
町
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
、
参
事
兼
農
林
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
長
の
中
村
輝て

る

実み

さ
ん
が
、「
一
戸
町
・
岩
手
町
・

葛
巻
町
に
お
け
る
農
業
展

望
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
三
町
の
農
業

の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な

地
方
創
生（
人
口
減
少
対
策
）

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
村
参
事
は
、「
競
争
力

の
あ
る
農
産
品
を
作
れ
ば
、

工
夫
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
、
農
業
は
地
域
産
業
と
し

て
新
た
な
雇
用
を
生
み
、
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と

話
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

議
会
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
重
要
な
た
め
、
三
町
議
会

の
連
携
の
充
実
が
さ
ら
に
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。

❶ 議員間の話し合いで多くの意見を出し合いました
❷ グループ内でまとまった意見を発表する山崎議員

❶❶

❷❷

地域農業の活性化策をアドバイスする中村参事

　

28
年
度
全
国
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

が
11
月
28
日
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
中
崎
和
久

議
長
が
「
葛
巻
町
議
会
の
取
り
組
み
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
全
国
か
ら
約
２
０
０
人
の
議
会

事
務
局
職
員
が
参
加
。
中
崎
議
長
は
、
葛
巻
町

議
会
総
合
条
例
制
定
の
背
景
や
目
的
、
条
例
施

行
後
の
議
会
活
動
な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
、
本
会
議

で
の
参
考
人
招
致
や
ふ
る
さ
と
懇
談
会
に
つ
い

て
力
を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
「
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
小
さ
く

て
も
き
ら
り
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

多
く
の
町
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
町
民
と
協
創

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
述

べ
参
加
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町議会の活動を全国発信

中
崎
議
長
が
講
演

多くの意見を聴け多くの意見を聴け 広域連携を学ぶ広域連携を学ぶ
町村議会議員シンポジウム 盛岡市市政調査会研修会

　町村議会議員シンポジウムは10月21日に岩手県
自治会館で開催され、鈴木満、姉帯春治、山崎邦
廣の3議員が参加しました。
　シンポジウムは、議会が議会総合条例を制定す
るに当たり指導いただいた、新潟県立大学の田口
一博准教授による「議員定数・議員報酬のあり方に
ついて」基調講演が行われた後、「魅力あふれる議
会と議員のなり手を考える」として地区代表議員
の意見発表がありました。
　引き続き行われたパネルディスカッションで「議
員のなり手不足解消には報酬の増加が必要。ただ
し、専門家や多くの町民の声を聴いて判断すべき
で、議会の目的は町民の幸せであり、町民が望む
ことを実現するための手段として質問がある」な
ど活発な意見交換が行われました。

　盛岡市市政調査会（盛岡市議会）の定期研修会に
９名参加しました。
　この研修会は、盛岡市議会市政調査会が11月18日、
盛岡市内のホテルで開催。国の機関などから講師を
招き広域7市町にも参加を呼びかけて実施されました。
　研修では、総務省の小川康

やす

則
のり

市町村課長による「新
たな広域連携について」、内閣官房まちひとしごと創
生本部事務局の松本正

まさ

倫
みち

主査による「地域経済分析
システム（Ｒ

リ ー サ ス

ＥＳＡＳ）の活用について」の講演が
行われました。
　小川課長は、「単独市町で実現困難な事業などは広
域実施により実現できる」、また、松本主査は、「広
域経済に関わる各種ビックデータを国が収集した
Ｒ
リ ー サ ス

ＥＳＡＳを活用し、これまでの思い込みから脱却
し、新たな人口減少対策などへの施策へ活用が期待
される」と力説。広域連携とデータに基づいた政策
の重要性を学んだ研修会でした。


